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　新しい学習指導要領がすで告示され、小学校・中学

校は移行措置期間の２年目に入ろうとしている。小学

校は平成23年度から全面実施、中学校は平成24年度か

ら全面実施である。高等学校は、理数教科が平成24年

度より先行実施となり、他の教科は平成25年度よりの

実施となっている。また、小学校・中学校においては

全国学力・学習状況調査の実施が進められ、これらは

一体的な制度として機能している。

　このような状況の中で、子どもたちの学習評価の在

り方について中央教育審議会の中で検討され、その方

向性が明らかにされている。

　学習評価の在り方については、学校教育法や学習指

導要領の改正等の趣旨をどのように生かすかが焦点に

なっていた。具体的には、学校教育法で示された学力

の３つの要素「基礎的・基本的な知識及び技能」「知

識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考

力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態

度」と現行の評価規準の４観点「関心・意欲・態度」

「思考・判断」「表現・技能」「知識・理解」との関

連であり、評価規準の４観点を新たな方向性にそって

どのように整理・充実することができるかという点で

ある。案では、特に、思考力・判断力・表現力に関す

る観点としての「思考・判断・表現」に焦点が当てら

れている。

　我が国の子どもたちの学力の状況として、思考力・

判断力・表現力について課題があることは以前から指

摘されていたが、とりわけ平成16年12月の国際的な学

力調査の結果の発表以降は、新しい学習指導要領や全

国学力・学習状況調査へと進む大きな動因となった。

そして、今回の学習評価に関する評価規準の改訂がある。

　案がいう「思考・判断・表現」についての説明を見

ると、「この観点に係る学習指導については、それぞ

れの教科の知識・技能を活用する、観察・実験やレポ

ートの作成、発表や討論といった学習活動を積極的に

取り入れる必要があり、新しい学習指導要領において

もこのような学習活動の充実が求められている。また、

この観点については、授業改善のための評価だけでな

く、指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を

行うに当たっても、学習の結果だけではなく、結果に

至る過程を含め評価することが特に重要である。」と

述べている。

　このような「思考・判断・表現」の評価、すなわち

思考力・判断力・表現力を確かな学力として育成し高

めていこうとする取り組みが学校教育の全体にわたっ

て進められようとしており、教員研修も進められつつ

ある。教員養成段階においても十分に反映をさせ、学

生たちが、知識・技能を活用して観察・実験やレポー

トの作成、発表や討論といった活動を確実にできるよ

うにしていきたいものである。また、思考力・判断

力・表現力を育成し高めていこうとする教育活動の基

盤になる学校や地域、そして、子どもたちの集団と関

係性をはぐくむための種々の知見を、大学として提供

していきたいものである。
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学校教育における「学習評価の

在り方」の方向性を見て

センター長　金本　良通
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教員の資質能力追跡調査事業推進部
〈埼玉大学教育学部附属教育実践総合センター〉

さいたま教育コラボレーション推進委員会
〈さいたま市教育委員会〉

埼玉大学教育学部と埼玉県教育委員会との連携協議会
〈埼玉県教育委員会〉

学　び

ケ　ア

溜　め
（Flow）
（自由）

〈教師力パワーアップ講座〉
[さいたま市立教育研究所]

子どもたちの居場所
《教室》

「ねぇねぇ、これなぁに？」
が言える職員室

○身体の脱力・解放
○呼吸法
◎リラクゼーション
〈教育実践研究部門〉

支えあう同僚性
《職員室》
「Help me!」
が言える職員室

○メンタルヘルス
○ストレス・マネジメント
○ストレスコーピング
〈学校臨床心理部門〉

平成21年度「教員の資質能力追跡調査事業」（文部科学省委託）平成21年度「教員の資質能力追跡調査事業」（文部科学省委託）平成21年度「教員の資質能力追跡調査事業」（文部科学省委託）
「『力量ある質の高い教員』を目指す養成・研修の在り方」に関する調査研究

教職員のためのメンタルヘルスとリラクゼーション講座
──「第４金曜の会」──

さいたま市の「教師力パワーアップ講座」と連携して、教育実践研究部門と学校臨床心理部門とが、
今年度より新しい講座を学内で開いています。案内文は下記のとおりです。

さいたま市さいたま市(教育研究所教育研究所)とのとのコラボレーション講座の開講コラボレーション講座の開講さいたま市さいたま市(教育研究所教育研究所)とのとのコラボレーション講座の開講コラボレーション講座の開講さいたま市(教育研究所)とのコラボレーション講座の開講
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Teaching & Learning

Action

平成21年度「教員の資質能力追跡調査事業」（文部科学省委託）平成21年度「教員の資質能力追跡調査事業」（文部科学省委託）

さいたま市(教育研究所)とのコラボレーション講座の開講さいたま市(教育研究所)とのコラボレーション講座の開講
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コンサルテーション内容

Ａ:子どもの問題行動
Ｂ:子どもの性格に関するもの
Ｄ:子どもの障害に関するもの
Ｆ:友人関係
Ｉ:教師との関係
Ｊ:家庭生活に関するもの
Ｋ:学校生活に関するもの
Ｌ:保護者との関係

Ａ４％

Ｂ26％

Ｄ29％

Ｆ３％

Ｉ16％

Ｊ３％

Ｋ９％

Ｌ10％

Ｂ:子どもの性格に関するもの
Ｄ:子どもの障害に関するもの
Ｆ:友人関係
Ｊ:家庭生活に関するもの
Ｋ:学級経営、児童、
　 生徒の指導全般に関するもの
Ｍ:連絡会議

Ｂ７％

Ｄ13％

Ｆ13％

Ｊ７％

Ｋ20％

Ｍ27％
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http://comweb1.center.edu.saitama-u.ac.jp/
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教員養成に参加して

小杉　和子

　学校現場から教員養成に加わった者の使命は、学生
に現場の声を届けることでしょうか。久しぶりに教壇
に立った緊張感も、学生との交流の深まりとともに、
学生を「個人」として見られるようになり、教育実践
を語りながらの授業を進めています。
　ここ数年の教育関連法の大きな改正がほぼ実施段階
に入った今、世代交代の進む現場では、真に教職に夢
を持ち、児童生徒の教育に情熱をもって取り組む実践
力のある教師を切実に求めています。
　新採用教員は即戦力。研修を積むのを待って教壇に
登場するのではなく、すでに始まっている現場に途中
参加するメンバーの一人。スポーツで言えば既に始ま
っているゲームに途中参加するメンバーのようなもの。
いきなりボールがぶつかってくるし、痛い目にも遭い
ます。でも、それに当たって要領を覚え、ルールを覚
え、どこに当てたら勝てるかの感覚もだんだん自分で
掴みます。教師の研修の重要性は言い継がれて久しく
なりますが、何事も貪欲に吸収する意識と、誰からも
学ぶ心と素直さが伸びる要件でありましょう。人間性
重視の教員採用選考は時代の要請、動き続ける教育現
場の中で、自分のポジションを積極的に探すような意
欲ある若者たちを育てたいと願います。

教職支援に携わって

鬼塚眞知子

　再び教えることのできる喜びと大学生対象の90分
間の講義の心配を抱いて、埼玉大学を訪れたのは、昨
年４月中旬のことでした。38年ぶりの大学は、すっ
かり整備され、広々とした構内は緑鮮やかな樹木が伸
び伸びと育っていました。あまりにもきれいになった
建物を見回しながら教育棟に入ると、ガラス張りの明
るい教職支援室に学生が次々とやってきて、ふたりの
スタッフに気軽に相談したり、参考図書を借りたりと
活気にあふれています。何気なく耳に入った会話には、
温かい心遣いを感じました。
　さて、第１回目の講義､集まった学生達にスマイル
バッチのような顔の絵を示しながら「教師は、いつで
も 『Smile』『Big Voice』『Eye Contact』を忘れず
に児童生徒に接していこうね｣と語りかけました。真
剣に聞いてくれる学生の姿に心配は吹き飛び、90分
はあっという間に過ぎてしまいました。採用試験が近
づくころには名前も覚え、髪型や上履きの相談まで受
け、担任としての思いが深まりました｡
 今、学校の活性化には初任者の配置がいちばんと考
えます。埼玉大学の卒業生がその役目を担えるよう､
微力ながら支援しています。

客員教授より客員教授より

兼任教員……………八木　正一 ・ 岩川　直樹 ・ 船橋　一男
                  　　　　　野村　泰朗 ・ 宇佐見香代 ・ 沢崎　俊之
                  　　　　　堀田　香織

事務職員……………小河原千織

センター長………………金本　良通
教育実践研究部門………庄司　康生
学校臨床心理部門………尾﨑　啓子 ・ 椋田　容世
教員養成開発部門………平岡　　健 ・ 野津　吉宏

客員教授（教員養成開発部門）
　　　　　　　　　　　小杉　和子 ・ 鬼塚眞知子
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